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第 2 部「百貨店の地方波及と催物戦略」は 3 章と補章からなり、大都市百貨店の本支店関係と地方に
おける百貨店聞の競合関係を検討している。第 5 章では、催物開催状況を分析することで、東京の各百
貨店の特徴や、三越の本支店聞の連動性を解明した。補章では、仙台を事例に、三越仙台支店と地場系
百貨店の藤崎の催物を比較検討している。第 6 章は、地方都市における催事空間が公共施設から百貨店
へと変化する過程と、地方都市における百貨店聞の価格競争を分析し、地場系百貨店の形成と販売戦略
を明らかにした。第 7 章は、東北地方を事例に、仙台での百貨店成立と百貨店間の競合が、さらに隣県
各都市の百貨店等の成立へと波及していく過程を明らかにしている。
終章は本論文の成果をまとめ、地方進出も視野にいれた当該期の日本における百貨店の形成過程を総
括している。
これまで百貨店業史に関する研究は、大都市部での活動を主な分析対象としてきた。これに対して本
論文は大都市部百貨店の支店網形成の動きを取り上げて、地方都市への進出の背景や特徴を分析すると
ともに、その進出が地元資本による百貨店開設を惹起し競合する過程を明らかにした。また催物を分析
して、各百貨店の特徴の違いや本支店間の関係など、当該期の百貨店像について多様な側面を新たに描
き出している。その成果は日本近現代史研究の発展に寄与するところ大であるといえる。
よって本論文提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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